
第4回大東京信用組合新現役交流会 2019年9月4日開催
本店2階 大会議室

柳沢祥二理事長のご挨拶 関東経済産業局 猪俣智子課長のご挨拶



司会 嘉藤さん 進行の説明 SKS 保田代表理事 面談風景

面談後、企業のまとめの時間 面談を待っている新現役 面談の様子 企業 金融機関 新現役



関東経済産業局が運営するマネジメントメンター制度を活用した
第4回だいしん新現役交流会が大東京信用組合本店 (港区東新橋) 
2階 大会議室で令和元年9月4日に開催された。
12時半から嘉藤さんの司会で、柳沢理事長のご挨拶、関東経済産業局
猪俣課長のご挨拶、SKS 保田代表理事の進行説明が行われ、1次面談が
13時から29社一斉にスタートした。

本日の参加企業は、29社、
参加新現役は、112名 総面談数 180件

大東京信用組合新現役交流会 実績

大信 柳沢理事長挨拶要点
・本日 第4回の開催 29社、100名を超える新現役の参加
・初回は2016年 信組として初めて取り組んだ
保田さんに最初から協力していただいている

・昨年と3年間の実績説明
・本日は忌憚なく話して、課題解決につながるように
していただきたい

・大信の本活動が高く評価され、本日は多くの来賓の方たち

にも出席していただき、花を添えていただいている

本日はありがとうございます

関東経済産業局 猪俣課長挨拶要点
・新しい令和の時代 中小企業の課題は、複雑で多様化している
・稼ぐ力をつける等 企業の課題に寄り添った支援を期待する
・平成28年に信組として初めて取り組まれ、今回が第4回目の新現役交流会
・今春、11信用組合の東京タワーでのイベントでも率先した取り組み
・大信の交流会は大規模で、マッチング率も素晴らしい実績
・この活動が課題解決の一助になることを期待する

SKS 保田代表理事 進行説明の要点

・3者対等で！ 一度に新現役の人たちに会えるのは本活動以外にない
・新現役 自費、ボランティアで、見返りを求めない参加

課題を読み、皆さんペーパーにまとめる努力をされている
・大信の200名近くの人たちが約3か月前から開催のために無償で努力
・本日、9人と面談できる企業が約4割ある 努力をくみ取っていただき
つかれた等言わず、気を抜かずに対応していただきたい

・20分面談‐5分休憩のインターバル 最初の2分は企業から状況を説明
・相性があった人とは2次面談へ 2週間以内に通知
・初めての参加の人も、勇気をもって、3者で取り組んでいただきたい
・来賓の方が面談に参加する場合もあるのでよろしく

＜来賓＞
財務省関東財務局、関東経済産業局、金融庁、
経済産業省 経済産業政策局 産業人材政策室
全国信用協同組合連合会、全国信用組合中央協会
東京都信用組合協会、全東栄信用組合、
東京海上ホールディングス

インタビュー 数少ない女性参加者の話が聞けた
・外資系大手企業での経験を活かし、起業 4年目 （50代）

・昨年から新現役交流会に参加 ２次面談に1回進めた
・社長からいろいろな話が聞けてよい 継続して取り組む SKS 松崎（写真）、林見(記)

年度 参加企業数 2次面談 ミラサポ 民民

2016 25 21 84% 16  64% 4 16%

2017 23 23   100% 20 87% 7  30%

2018 27 25   93% 18  67% 9 33%

計 75 69  92% 54 72% 20 27%


